
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

別紙様式２ 

美濃市立藍見小学校 

 藍見小学校では、毎年、夏休みと冬休みに全校で「ノーテレビ・ノーゲーム」の 
取組を位置付け、各家庭でメディアコントロールに取り組むとともに、家庭内のコミュ
ニケーションを深める機会としています。それぞれの家庭でどんな取組が行われたの
でしょう。 

 

＜保護者あて案内文＞ 

      

１．「しっかりチャレンジ」 ： 家族で約束を考えて取り組む。 
２．「夜だけチャレンジ」 ： 夜８時以降はテレビを見ない、ゲームをしない。 
３．「自分でチャレンジ」 ： テレビ、ゲームの時間を自分で決める。 
４．「おてがるチャレンジ」 ： 食事中はテレビを見ない、ゲームをしない。 

 

ゲームやテレビなどのメディア機器への接し方について家族で考えることで、子ども
は主体的にメディアコントロールに取り組むことができます。また、ゲームやテレビから
離れた時間を使って、家族のコミュニケーションをより豊かにすることができます。 

家族から 家族から 

子どもから 子どもから 

＜実践カード＞ 

 

カードゲームやお正月遊びを家族でで
きてよかったです。生活リズムも崩れ
ず、楽しい気持ちで一日を終わって眠
れたね。 

計画を立てて早めにチャレンジに取り
組むことが出来るようになりました。他
の事でも同じように取り組めるよう努
力できるといいですね。 

大掃除を早めに終わらせることができ
てよかったです。これからも時間を決め
て生活していけるように、気をつけてい
きたいです。 

家族みんなで過ごす時間がたくさんで
きたのでよかったです。８時以降はゲー
ムをしたりテレビを見たりしないように、
他の日も意識できました。 

（約束） 

４つの中から 

取り組むコース

を選びます。 


